
特 別 耕 沫

授 業 を い か に デ ザ イ ン す る か

名古屋大学高等教育研 究セ ン タ
ー

教授

池 田 輝 政

名古屋大学の池田で ござい ます｡ お は よう ござい ま

す｡

私 は 3 日前にちょう
.
どイギリス の 調査か ら帰っ てき

まして , まだ時差調整の境界線上 にい る の で ､ 少 し頭

がふわふわ として います｡ 途中何かあやふやなこ とを

し ゃ べ っ て は い けない と いう思い にか られて い ますの

で ､ ち ょ っ と緊張してお ります｡ き ょうは難しい こ と

はし や べ らな いよう に いた します｡ 今 日の テ ー マ を発

表させて いただきますので ,
よ ろ しくお つ き合い くだ

さ､
い
｡ タイトル は ｢ 授業を いか にデザイ ンするか+ と

いう ことな んですが, ｢ 成長するテ ィ ツ ブス先生か らの

メ ッ セ
ー

ジ+ と い う内容で話しをい た します｡

きょう のポイントは ｢ ラ ー ニ ング ･ ア バウト+ か ら

｢ ラ ー

ニ ング
･

トウ
-

. ピ ー

+ の 共有です ｡ 学習とい

うの は ､ ある事柄に つ い て頭で理解する面と､ それか

ら経験や実習を通して何かを身に つ ける面があります｡

今 まで我々 は学生を相手に して大事な知識を とにかく

学んでもらうとい う思い が強か っ たですね ｡ だけど現

在ではそう した教育観や学習観だけではどうも通じな

い
｡
こ れ から の教育では

1
ラ

ー

ニ ング ･

.ト ウ - ･ ピ ー

､

つ まり経験を通 して何かを身に つ けてもらう とい う学

習の 考え方や方法が求められて い る の ではな い か ｡ そ

れ を私自身が少しわかりかけてきた ｡ そ の こ とを具体

例を交えなが ら少し話をさせ て い ただきます｡

まず教師の役割につ い てパ ワ ー ポイ ントで図を作り

ましたので ご覧ください ｡

出所 : R . ”. H a rd e n a J o y C r o s b y (2 0 00) ,
‥

A M E E G u id e N o . 20 :

T b e g o o d t e a ch e r i s m o r e t h a n a l e c t u r e r t h e t w e l v e

r o l e s o f t h e t e a c h e r
”

M o d )
'

c a ] T e a c h e I ･ V o l . 2 2
,
N o . 4

か ら作成
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こ れは ｢｢ よ い教師は講義するだけで は済まされな

い+ と い う標題の ス ライ ドです｡ 医学 の専門分野を前

提に大学教師の 6 つ の教育役割を図示 した もの です｡

｢ メ ディ カル ･ テ ィ
ー チ ヤ ー

+ の 論文か らも っ てきた

も の ですが ､ こ こ で は医学と い う分野にとらわれな い

形に原図を少 し修正 しました｡ こ れ をち ょ っ と説明さ

せて い ただきます｡

こ れ を見ると ､ 大学教師の 6 つ の役割は､ 1 . 知識

伝達者 ､ 2 . 役割遂行者 ､ 3 . 学習促進者 ､ 4 . 評価

者, 5 . 設 計企画者 , 6 . 教材作成者か らなります｡

細かくは 1 2 の疫割にな っ て い ます｡

｢ 1 . 知識伝達者+ の なか には ,
' 講義 ス タイル と,

実験 ･ 実習 ス タイル がありますが ､ 講義 ス タイル はラ

ー

ニ ング ･ アバ ウト､ 実験 ･ 実習スタイル はラ ー ニ ン

グ ･ トゥ - ･ ピ ー の 学習観に対応 して いると考えると

分かりやすい ｡
で も､ ｢ 3 . 学習促進者+ もラ

ー

ニ ング ･

トウ - ･ ピ ー の 学習観に関係 して い るで し ょう｡ ｢ 2 .

役割遂行者+ とは ､ 職務遂行者および研究専門職と し

て の 能力に関係して い ます ｡

そ れ か ら､ ｢ 3 . 学習促進者+ は , 例えば､ 学生が 4

年間 のうち に卒論に向iナて自分の テ ー

マ を結晶化させ

て いく過程で ,
い ろ んな知的刺激やア ドバイス を与え

てガイドする役割ですね ｡ 理科系の 先生み 特に工学

部の先生方とい ろ い ろ話すときに ､ 4 年間の卒論の と

きに､ 学 生にテ
ー

マ を与え られるケ
ー

ス が多い ｡ そ の

こ と で , こ の 8 月 に名大で あるセミナ
ー をや っ た とき

に
､ ある大企業の人事スタ ッ フ の方か ら注意がありま

した ｡
工学部の学生 に面接や っ て , 卒論 の話をしよう

とした ら ､
これ は僕 のテ

ー

マ じ ゃ な い ､ 与 えられたテ

ー

マ な んですと ､ 逃げる｡ そ う い うケ ー

ス が多くて ,

こ れ では困ると い う苦言が ありました ｡ 会場か らは 工

学部の 先生方から反論がありま したが ｡ 人文社会分野

の私自身の 方針は , 学生が 4 年間も い て自分自身のテ

ー

マ が設定できな い の は , 知識を創造する場として の

大学教育にはならな い と思 っ て い るんです ｡
い ずれ に

して も, こ の役割 も非常に難しい です ｡

｢ 4 . 評価者+ で は成績評価 とカリキ ュ ラ ム評価の

能力が大事です｡ セ ンタ
ー

長の 小林先生がカリキ ュ ラ

ム改革を新潟大で考えられて い ますが ､ カリキ ュ ラ ム

評価 とは , 大学や学部が設定したカリキ ュ ラム目標 と

個々 の授業の目標との
一

貫性を大事にする考え方です｡

日本 の 場合は ,
こ の ｢ 評価者+ の役割と いう の は多く

の 先生方には欠
‾
如して い る ので はと思い ます｡ す べ て､

の 先生が こ の カリキ ュ ラム評価の能力を持つ べ きだと

は言い ません｡ ‾これ は身に つ ける の に時間がかか りま

すか ら｡ だけど､ 少なく とも教育組織の なかに 2 割か

3 割 の 先生方は既に これを持 っ て い る必要が ある｡ そ

うする
丁

と ､ 教育改革が学内でうまく回 っ て い く可能性

が高くなる ｡ 新潟大学､ 名古屋大学などの大学教育研

究セ ンタ
ー は ､ この面で の 相談や助言のできるプロに

な る こ とが大事ですね ｡

｢ 5 . 設計企画者+ にはカリキ ュ ラム設計と コ ー ス

設計が あります｡ プラン ニ ングの 役割ですね ｡ な か で

もカリキ ュ ラム設計がす べ て の役割の 中で
一

番難しい

と言われて います｡ 現実的に言えば､ す べ て の先生が

こ の役割を身につ ける必要は ありません ｡ そ れ こ そ比

較的少数の先生で い い か ら､ こ れ につ い て の専門的な

力量をも っ て い る こ とが大事です｡ こ れ に対して コ
ー

ス設計は ､ す べ て の先生が身につ ける べ き必須の職能

です｡
､

これが今日 のテ
ー マ ですがi F D の 最初は こ こ

からアプロ ー

チす べ きですね ｡

最後に ,
｢ 6 . 教材作成者+ の役割です ｡ 教材や資料,

学習ガイ ドをシラバ スにそ っ て自作で きたり ､ 準備す

る能力です ｡ 最近流行語のバ
ー チ ャ ル ･ ユ ニ バ ー シテ

ィ は ,
コ ン ピ ュ ー

タ 上 の大学教育シス テムですが , そ

の 背景にある学習者観はインデペ ンデント ･ ラ ー ナ
-

( 自立した学習者) です ｡
こ う した教育システムは教

室外の 学習が主たる場にな りますから ､
い い 教材がそ

の なか に組み込めるか どうかが鍵になります∴

とにかく ,
こ れだけ複雑な役割行動が教師には求め

られ ると いう こ とを知るだけで も面白い ｡ 授業研修が

必要な理由が納得いき ます｡

｢ 成長するテ ィ ツ プス先生+ の方法論の話をする前

に , 下 の 図式を説明させてくださ い ｡ 我 々 が教育を考

えるときにまず頭に浮かぶ の は授業実践と学問研究と

い う 二 つ の 要素です｡ そ れ に授業研究とい う嶺域が加

わ っ て ､ 授業方略の 必要性が意識されてきた ｡
しか し ､

痩業研究が盛んに行われて も , そ れ が授業方略に反映

されるには時間がかか る｡ なぜな ら ､ 授業方略は授業

-
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実践のなか から経験的に作られ る側面と､ 授業研究の

知見によ っ て つ く られ る側面の 2 面性をも っ て い るか

らです｡ 我 々が開発した ｢ 成長するテ ィ ツ ブス先生+

は まず , テ ィ ー チ ングテ ィ ツ ブス と い う言葉が表すよ

うに ､ 授業実践の経験のなかか ら立ち上が っ てきた授

業方略をベ
ー ス に開発して い ます｡ こ れ には い ろ い ろ

な授業研究の成果も組み入れ られて い ますが｡

”

‡i

授業方略の意味づけをこ の ように考えて作 っ た の が

上 の 図式ですが, こ れが正 し い説明か どうか まだ俊説

の 段階です ｡ 少なく とも授業方略を中心にした こう い

う図式を考え ておく と ､ 全体像が少し見え て き て ､ 我 々

がどのような授業改善を進める べ きか を議論しやすく

なる ｡ 図式 の
一

番下に記 した ｢ 授業 の探究者であれ !

(S h o l a rly I n q u i r y) + の 言葉は ､ 教育に従事する教師

は授業方略を研究マインドで探究し, 信頼性の高いそ

して授業の クオリテ ィ向上 に役立つ も の を つ く りあげ

て い く ､ と い う こ とを表現した ものです ｡
こ の言葉は､

米国の カ ー ネギ ー 財団理事長をされた ア ー ネス ト ･ ポ

イヤ
ー さ んがある著書のな かで述 べ て い ました ｡

さ て
, ずい ぶん遠回り しましたが ､ 私か ら の メ ッ セ

ー ジ です ｡
｢ テ ィ ツ ブス 先生+ の授業方略にそ っ て授業

を進めた今年の 成果を紹介 します ｡ 本年 (平成 1 3 年

度) の 前期の 成果です b 授業名lま ｢ 基礎セ ミナ ー I ･

Ⅱ+ です ｡ 名古屋大学の 1 年次生に授業を通 して大学

に適応させるためにカリキ ュ ラム設計された科目 の
一

つ ですね ｡ 私が担当する基礎セ ミナ
ー は 1 年間4 単位

の授業です｡ 学生は 2 0 人で文系 4 学部 ( 法経教文)

の学生が混じ っ ており ます｡ 基礎セ ミナ
ー

の 狙 い は ｢ 設

定されたテ
ー

マ に つ い て学生が参考文献､ 関係資料､

フ ィ
ー ル ドワ ー ク , 調査研究などを行い , そ の 結果を

まとめて発表と討議を行う+ というもの です｡

基礎セミナ
ー

の 授業目標はできるだけ簡潔に述 べ ､

学生 の ニ
ー ズ に ア ピ ー ル す るよう に 心がけま した ｡ 最

初にプレゼンテ ー シ ョ ン能力とい う目標を示 し, さ ら

にそ の下位目標をよ り具体的に表現しま した ｡ そ こ で

は ｢ プレゼ ンテ ー シ ョ ン とは , 表現する こ とを楽しむ

態度だ+ と い う表現を先に書い てあります ｡ 学生は必

ず自分を表現した い と いう欲求を もっ て い ます ｡ そ れ

で い て引 っ 込み思案です｡ そ ん な学生に対 しては ､
｢ 楽

しむ こと+ と い う 目標をまず示 したか っ たわけです｡

そ れか ら ､
｢ 表現する内容をもつ+ を強調し､ 最後に ｢ 表

現する技法をもつ+ を備に示しました ｡ 以上の 3 点を

行動目標にしました ｡

プ レゼ ンテ ー シ ョ ン の テ ー マ は学生 の 生活文脈に合

わせて題材を選びました ｡ テ ー マ は ｢ ユ ニ ク占はなぜ

消費者の心を つ か んだ のか+ に しました ｡ 今 の若者に

は こ の題材が適して い ると思 っ たか らです｡ テ
ー

マ 設

定では ｢ なぜ ? + と い う開いとそ の 問題解決の プロセ

ネを大事に しました ｡

授業の 方法は ,
2 0 人 を 4 人ず つ に分け5 チ

ー ム で

作業を進める ことに しま した ｡ こ こで も名古屋大学の

学生は個人で の勉強が多く+ チ
ー ム で の勉学はあまり
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経験 して い ない と い う前提に立 っ て い ます｡ チ
ー ム の

力やディ スカ ッ シ ョ ンをする能力は , 大学で は価値あ

る何かを達成するために不可欠で し ょ う｡

プ レゼンテ ー シ ョ ンの方法は ､
｢ パ ワ ー

ポイ ント+
､
と

い う コ ンピ ュ
ー

タ の アプリケ
ー

シ ョ ン ツ ー ル を使う こ

とに しま した ｡ 道具を使い ながらある形 にそ っ て進め

るはうが､ 指導する側も, 学習する側も楽し い し, 効

果も検証しやすいか らです｡ 以下に , 4 月か ら 7 月 ま

で の 前期授業の成果の
一

部 を ｢ パ ワ
ー

ポイント+ の 画

面で示 してみます｡ これ は串チ ー ム の 中で最もで きが

よか っ たチ ー ム の例です｡ プ レゼ ン用 に作 っ た ス ライ

ドは全部で 1 1 枚｡ 背景観察 ､ 仮説, 検証､ ま とめ ､

議論, 資料 の順に並んで い ます｡

ス ライ ド1 は背景観察で , テ ー マ の 背景にある ユ ニ

ク ロ現象を生産者伽と消費者側の 二次元の視点で まと

めて い ます ｡

仮説の 設定がスライド2 です｡ 仮説は, ユ ニ ク ロ的

⇒ 自社企背 ･ 自社生産･ 自社販売の スタイルによる低dB

格暮晶J( の実現 ｡

メディアを活用したブランド* 汝作L) ｡

5# * 肴の 催手垢志向

ス フ 1

検証:

●朗 ○

tl O

3 dO O

J d b

2 P

榊

l ■H1

[ #

9 d O

ユ ニ クロの 売上 託と店♯赦

2dO d事)

～

J O

; 麗
(d4

2 0 0 0 年に息女に売

上が伸びたの 牲. 秩

にフリ ー ス 6 0 色キャン
ペ ー

ンの ¢M をしたと

いうことが1 事由として

あけられ手す ｡

モれによりユ ニクロは

フリ ー

スの売上を1 9 9
9 年e 6 O 万枚だった a)

を2 0 0 0 年1 2 0 0 万故

に♯ぱしました｡

ス ラ 3

ブ ランドマ ネ
ー

ジ ングか ら発想して ､ 次 の検証作業を

時間内に進めるために ､ メデ ィ アを利用した鮮やかな

広報戦略が奏効 した ､ 具体化して い ます｡

検証はサ ンプル としてスライド3 を示 しますが, 宣

伝費の他店舗比較, シ ョ ッ ピ ングサイ ト
`
の ランキ ング,

ア パ レル業者の 雑誌掲載数, 売上 と宣伝費の 関係図 ､

を沢山集めたデ
ー

タの なかか ら選択して い ます ｡ イ ン

タ - ネ ッ トか ら取っ てきたデ
ー タ に必ず出所を書い て

おくよう に指導して い ます｡ そ れ は知的マ ナ
ー

だ とい

う こ とも言い添え ます｡ そ れ か らス ライ ド4 と 5 に ま

とめ と考察､ そ して ス ライ ド6 が資料リ ス トです｡

チ
ー ム によ っ で当然成果に差が出てき ますが ､ どの

チ
ー

ム の ス ライ ド発表も同じよう に背景観察､ 俊説､

検証､ ま とめ ､ 議論, 資料の 順に並んでい ます｡ こ れ

は毎回, 私が手渡したシ ラバス のなか の 指示や作業手

順を確認して もら いながら､ 各チ ー ム にそれぞれ進め

て もら い ました ｡

やかな広報載

消* 考

催ず格で

安8 Iイメ ー ジが

ないもの

l
才知鹿と

イメ ー ジア ップ効果

ス ラ 4

- 73
-



r インタ ー ネットfIJB 書■角 榊 サ ー ビスJ ネ.J トレイティ
ングス8 武重牡 マ ー ケテイング

推)ファ ー ス 岬 テイ
() ンケ択♯8

1 ★捷J& 卓出れJL 上位 1 0 0 牡ランキングJ キEl i 甘牡

ス ラ イ ド 6

半期 1 3 回 の 授業で こ こ ま でま とめ上 げるた めに使 っ た教室外の学習時間を確認して おきます ｡

上 の図は各班の 平均学習時間の 累積分布です ｡ 授業

途中か ら の数値ですが ､ 最後の授業の 7 月 17 日 の 時

点で , も っ と も高 い 2 班 ( 蘇) の平均時間は 4 0 時間｡

こ の班は個人差が ほとん どな い ､ つ まり特定の個人に

頼る こ とがな い の が特徴だ っ た ので ､ 全員が 6 月始め

か ら 7 月中旬まで の 1 ケ 月半に教室外で 4 0 時間近く

使 っ たことになります｡ こ れ は表面に出た成果ですの

で , 隠れ た努力は相当なもので した ｡

通年 の授業ですが , 前期 の成績評価の方法はチ
ー ム

単位です ｡ 後期は個人とチ
ー ム の 二本立て の評価をし
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ます ｡ 個 人は ､ 各自に A 4 版 1 校程度の レポ
ー

トとそ

れを パ ワ ー ポイ ントで表現した成果をフ ロ ッ ピ ー

で 提

出させ発表も求めます ｡

評価 の 基準として大事なの は ､ 授業の 下位 目標 3 つ

( 表現を楽しむ態度, 表現する内容をも つ , 表現する

技法を身につ ける) に そ っ て評価する ことです ｡ 目標

と評価基準が違うケ
ー

ス が多い の で ､ そ れ は要注意で

す｡ 態度とか内容は身 に つ ける の に時間がかかります

が ､ 技法はすぐに身に つ ける こ とができます｡ 機器 の

操作以外に パ ワ
ー ポイ ン トと いう プレゼ ンテ

ー

シ ョ ン



ソ フ トを楽しみながら学習するように配慮して い ます｡

｢ 成長するテ ィ ツ ブス先生+ の授業方略では , 授業

目標を実現するための 手順を明示する シラバ スがす べ

て の 出発点になります｡ シ ラバ ス の 上で学習者との対

話を心がける ｡ 学習者が毎回そ れを見るようなシラバ

ス を書く こ とです｡ そ して , 教師は シラバ スにそ っ て

授業を進める こ とが基本です ｡ こ れ が授業目標を マ ネ

ジメントする とい う考え方と方法です｡ 学生もそ の気

にな っ て授業に コ ミ ッ トするようになります｡

こ の 教師の マ ネジメ ントカを側面からサ ポ
ー

トする

ために名大の我々が河合塾 と 一

緒 に開発した のが ､
｢ ゴ

ー

イ ングシラバ ス+ (動く シラバ ス) と い う コ ンピ ュ ー

タ の ソ フ トウ エ アです｡ 下 に示 した の が, 私 の授業の

｢ ゴ ー イ ングシラバ ス+ の最初の画面です｡ こ れ は産

学連携の研究開発です｡ こ の ツ
ー

ル を使 っ て , 学生は

授業外で コ ン ピ ュ ー タ に アクセ ス して ､
コ ン ピ ュ ー タ

を通して私や T A ( テ ィ
ー チ ング ･ ア シス タント) そ.

れ から学生相互 で コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ンすると い う こと

が可能になりま した ｡
これ か らは情報化の ツ ー ル を教

育環境としてうまく利用する こ とも必要になります し､

授業の 方法も柔軟になります ｡
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か なり時間が長くなり ま した の で ､ こ の 辺 り でやめ ますが ､ 最後 に シラバ ス に つ い て強調して お きた い

と思 い ます ｡

2 . 教師と学生が結ぶ公的な｢ 契約書+
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上 の 図にシラバ ス の特徴を 4 点, ま とめておき ます｡

第
一

に , それは学生が履修計画を立てたり ､ 科 目選択

を行うため の情報源だとい う点です｡ 第二 に , それ は

教師と学生が結ぶ公的な契約書だとい う こ とですね ｡

だから ､ 書 い た もの は , そ の ままそれに従っ て授業を

進める ｡ 書き方が大事になります｡ 第三に ､ 授業全体

の設計書なんですね ｡ 授業の 全体が学生に見えるよう

にする こ とです｡ 最後に , 学生が教室内外で行う学習

の 指針になる ｡

.
ですから , シ ラバス の 中には学生に対

する メ ッ セ
ー ジ と して課題を書かなき や い けな い ｡ 教

師の 自分がどうする こ とを書かなくて もい い わけです

申｡ 学習者に何を して もら い た い かを書かな い と有効

な シラバス にはならな い ｡ もち ろん , そ の 背後には ､

教室外で どの く らい の 時間を使っ て学習すれば､ どの

程度の成果がで るか , あ る い は目標がどの 程度達成さ

れ るか の 計算が必要にな ります｡

シラバ スを有効に使えるようになると､ 授業 の力学

がつ くり出せ るようになります｡ そ の力学を理解で き

るようになるには , 先生方が自分で実際に これ を経験

してい く しかな い ですね ｡
1 年目は失敗して も結構で

す｡ 必ず 2 年目で飛躍的によくなる と思い ます｡ 3 年

目はさらによくなります｡

結びです｡ ｢ ラ
ー

ニ ング ･ ア バ ウトつ まり シラバ スを

知る+ か ら, ｢ ラ ー ニ ング ･ ト ウ - ･ ピ
ー

, す なわち シ

ラバス を駆使する授業の デザイナ
ー に な る+ ､ と い う方

向に先生方が努力されるように ､ とい うの が私から の

メ ッ セ ー ジです｡

以上で終わります｡
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